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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 1-2 Preview

世界最速のワンメイクレースシリーズとして世界各地で開催されている
ポルシェカレラカップの日本シリーズ PCCJ は、2001 年からスタート
し今年で開催 25 年目を迎える。国内のワンメイクレースでもっとも長
い歴史を誇り、これまでに数多くのトップドライバーを輩出している。
その筆頭と言えるのが、2012 年の PCCJ シリーズでチャンピオンを獲
得し、今年の PCCJ 開幕大会となる鈴鹿 F1 日本 GP のフリープラクティ
ス１に BWT・アルピーヌ F1 チームから出走予定の平川亮である。

2025 年の PCCJ は導入 4 年目となる「911 GT3カップ（タイプ 992）』
で競われ、搭載する水冷式 4ℓ水平対向 6 気筒エンジンは 8400rpm
で最高出力 375kW（510PS）を発揮。ワイドながら軽量のターボ
仕様ボディを採用し、空力ダウンフォースに優れたスワンネックタイプ
の大型リアウイングを備える。今シーズンは、4月のF1日本GPサポー
トレースで幕を開け、9 月の最終大会 FIA 世界耐久選手権（WEC）
のサポートレースまで 5 大会 11 戦を開催する。

開幕戦の舞台となる鈴鹿サーキットは全長 5.807 ㎞の国際サーキット

で、低速、中速、高速の各コーナーがバランスよく配置されている。コー
スレイアウトに立体交差する部分があり、右回りと左回りが入れ替わ
る 8 の字型が特徴で、F1 ドライバーからの評価も高いサーキットと
なっている。その舞台で戦いを繰り広げる PCCJ ドライバーは、「プ
ロクラス（Pro）」（ホワイトゼッケン）、「プロアマクラス（ProAm）」（イ
エローゼッケン）、「アマクラス（Am）」（オレンジゼッケン）の 3 クラ
スに区分され、レースは混走となる。そして今年の鈴鹿 F1 大会は、
2013 年以来 12 年振りの２レース開催となるため、予選のベストタ
イムで第 1 戦のグリッド、セカンドベストタイムで第 2 戦のグリッドが
決定する。

プロクラスの注目は、SUPER GT の GT300 クラス参戦経験を持ち
昨年 11 戦 10 勝で PCCJ チャンピオンを獲得した #60 伊東黎明が、
激戦のプロクラスでどのような戦いを繰り広げるかだろう。今シーズ
ンのプロクラスは、PCCJ 初参戦ながら SUPER GT、全日本スーパー
フォーミュラ選手権での実績を持つ #78 木村偉織、FIA-F4 で優勝
経験がある #7 卜部和久、2024 年 MEC120 v.Granz チャンピオン

の #99 渡会太一、今年のポルシェジャパンジュニアドライバーで
2022 年の JAF-F4 選手権でシリーズチャンピオンである #91 佐藤
樹と実力者揃いとなっている。例年以上にハイレベルな戦いが予想さ
れるプロクラスの開幕大会は、大いに注目が集まることだろう。

プロアマクラスは、2024 年同クラス王者の武井真司、2023 年同ク
ラス王者の MOTOKI 、2022 年同クラス王者の IKARI といった３人
のクラス王者経験者や PCCJ 経験豊富な浜崎大が顔をそろえる。さ
ら に ア マ クラ ス か ら は ２ 年 連 続 王 者 に 輝 い た Tiger Wu や、
BANKCY、HIROBON がプロアマクラスに昇格する。そしてアマクラ
スは 2020 年同クラス王者の Sky Chen をはじめ、IKEDA、Hiro の
３人がエントリーしている。

PCCJ 第 1 戦鈴鹿大会のスケジュールは、公式練習が 4月4日（金）
13 時～13 時 45 分、予選が 4月5日（土）10 時 20 分～10 時 50
分に行われる。そして決勝レースは、第 1 戦が 4 月 5日（土）17 時
スタート（10 周もしくは 30 分間）、第 2 戦が 6日（日）11 時スター
ト（10 周もしくは 30 分間）を予定している。

L) ProAm Class #9 S.TAKEI -> Pro Class #60 R.ITOU
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 1-2 Preview
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い歴史を誇り、これまでに数多くのトップドライバーを輩出している。
その筆頭と言えるのが、2012 年の PCCJ シリーズでチャンピオンを獲
得し、今年の PCCJ 開幕大会となる鈴鹿 F1 日本 GP のフリープラクティ
ス１に BWT・アルピーヌ F1 チームから出走予定の平川亮である。

2025 年の PCCJ は導入 4 年目となる「911 GT3カップ（タイプ 992）』
で競われ、搭載する水冷式 4ℓ水平対向 6 気筒エンジンは 8400rpm
で最高出力 375kW（510PS）を発揮。ワイドながら軽量のターボ
仕様ボディを採用し、空力ダウンフォースに優れたスワンネックタイプ
の大型リアウイングを備える。今シーズンは、4月のF1日本GPサポー
トレースで幕を開け、9 月の最終大会 FIA 世界耐久選手権（WEC）
のサポートレースまで 5 大会 11 戦を開催する。

開幕戦の舞台となる鈴鹿サーキットは全長 5.807 ㎞の国際サーキット

で、低速、中速、高速の各コーナーがバランスよく配置されている。コー
スレイアウトに立体交差する部分があり、右回りと左回りが入れ替わ
る 8 の字型が特徴で、F1 ドライバーからの評価も高いサーキットと
なっている。その舞台で戦いを繰り広げる PCCJ ドライバーは、「プ
ロクラス（Pro）」（ホワイトゼッケン）、「プロアマクラス（ProAm）」（イ
エローゼッケン）、「アマクラス（Am）」（オレンジゼッケン）の 3 クラ
スに区分され、レースは混走となる。そして今年の鈴鹿 F1 大会は、
2013 年以来 12 年振りの２レース開催となるため、予選のベストタ
イムで第 1 戦のグリッド、セカンドベストタイムで第 2 戦のグリッドが
決定する。

プロクラスの注目は、SUPER GT の GT300 クラス参戦経験を持ち
昨年 11 戦 10 勝で PCCJ チャンピオンを獲得した #60 伊東黎明が、
激戦のプロクラスでどのような戦いを繰り広げるかだろう。今シーズ
ンのプロクラスは、PCCJ 初参戦ながら SUPER GT、全日本スーパー
フォーミュラ選手権での実績を持つ #78 木村偉織、FIA-F4 で優勝
経験がある #7 卜部和久、2024 年 MEC120 v.Granz チャンピオン

の #99 渡会太一、今年のポルシェジャパンジュニアドライバーで
2022 年の JAF-F4 選手権でシリーズチャンピオンである #91 佐藤
樹と実力者揃いとなっている。例年以上にハイレベルな戦いが予想さ
れるプロクラスの開幕大会は、大いに注目が集まることだろう。

プロアマクラスは、2024 年同クラス王者の武井真司、2023 年同ク
ラス王者の MOTOKI 、2022 年同クラス王者の IKARI といった３人
のクラス王者経験者や PCCJ 経験豊富な浜崎大が顔をそろえる。さ
ら に ア マ クラ ス か ら は ２ 年 連 続 王 者 に 輝 い た Tiger Wu や、
BANKCY、HIROBON がプロアマクラスに昇格する。そしてアマクラ
スは 2020 年同クラス王者の Sky Chen をはじめ、IKEDA、Hiro の
３人がエントリーしている。

PCCJ 第 1 戦鈴鹿大会のスケジュールは、公式練習が 4月4日（金）
13 時～13 時 45 分、予選が 4月5日（土）10 時 20 分～10 時 50
分に行われる。そして決勝レースは、第 1 戦が 4 月 5日（土）17 時
スタート（10 周もしくは 30 分間）、第 2 戦が 6日（日）11 時スター
ト（10 周もしくは 30 分間）を予定している。

ProAm Class #88 Tiger Wu

ProAm Class #98 IKARI

Am Class #88 Tiger WuPro Class #91 I.SATO
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 1-2 Entry List

クラス ゼッケン ドライバー名 国籍 プログラム名 エントラント名

1 7 卜部 和久 日本

2 60 伊東 黎明 日本

3 78 木村 偉織 日本

4 91 佐藤 樹 日本

5 99 渡会 太一 日本

6 9 武井 真司 日本

7 10 MOTOKI 日本 Rn-sports

8 23 HIROBON 日本 Rn-sports

9 66 BANKCY 日本

10 77 浜崎 大 日本

11 88 台湾

12 98 IKARI 日本

13 16 Hiro 日本 NGR NGR

14 17 IKEDA 日本

15 36 香港

Pro

Am

ProAm
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Suzuka Circuit Course

Pro Class                                  : 2'01.634　伊東 黎明                 - 911 GT3 Cup (Type992)          2025 F1 Japanese GP
ProAm Class                                          : 2'03.029　HIROBON                - 911 GT3 Cup (Type992)           2025 F1 Japanese GP
Am Class                                                : 2'03.242　Hiro                          - 911 GT3 Cup (Type992)          2025 F1 Japanese GP  
  

PCCJ コースレコード

鈴鹿サーキット・コース概要
全　長 5,807m

（東コース 2,243m）
（西コース 3,475m）
幅　員 10 ～16m
メインストレート 約800ｍ
西ストレート 約1,000ｍ
コーナー数 18（左コーナー：8、右コーナー：10）
高低差 約40m

N

60R

70R
70R 70R

75R85R

100R

130R

77.5R

200R
340R

250R

210R

15R

20R

25R

60R

60R

85R

110R

200R

250R

1000R

200R

200R
100R

1st. Curve

Hairpin

Spoon Curve

"130R"

"200R"

2nd. Curve

Degner Curve

“S” Curve
“Gyaku” Bank

Last Curve

Chicane

Main Straight

West Stretch
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 1-2 Qualify

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：17 度　路面：27 度

開催 25 年目のシーズンを迎えた今年の PCCJ は、鈴鹿サーキットの
F1 日本 GP サポートレースとして幕を開けた。しかも今年は、2013
年以来 12 年振りの２レース開催で、大観衆が見守る中での戦いとな
るため、PCCJドライバーはいつも以上に気合いが入っている。セッショ
ン最初となった 4 日（金）の公式練習は 45 分間行われ、昨シーズ
ンの PCCJ チャンピオンである #60 伊東黎明が 2 分 01 秒 793 のトッ
プタイムをマーク。このタイムは非公式ながら、従来のコースレコー
ドを上回っていたため、予選ではさらなるタイムアップが期待された。

5 日（土）は、朝から春の青空が広がり 10 時 20 分に PCCJ の公
式予選がスタート。各車とも 4 周目から本格的なタイムアタックに入
り、PCCJ 初参戦ながらスーパーフォーミュラなどの実績がある #78 
木村偉織が 2 分 02 秒 997 を記録してトップに立つ。同周には
PCCJ 初参戦の #99 渡会太一が 2 分 02 秒 509、#60 伊東が 2 分
02 秒 158 と、続々とタイムを更新していく。そして、FIA-F4 で優
勝経験があり今年 PCCJ 初参戦の #7 卜部和久が、2 分 01 秒 767
のコースレコードをマークしてトップに立つ。この後、各車は 2 回目
のタイムアタックに向けてピットインし、タイヤ交換やマシンを調整。

そして残り 5 分を切り、プロクラスの上位 4 人は最後のタイムアタッ
クへと突入し、#60 伊東が #7 卜部のタイムを上回る 2 分 01 秒
634 を記録してコースレコードを更新。#78 木村、#99 渡会も 2
分 01 秒台のタイムをマークするが、#60 伊東のタイムには及ばず。
結果、ポールポジションを獲得した #60 伊東は、「昨年のチャンピオ
ンとして開幕戦のポールポジションを獲れたのは良かったです。でも、
今日のアタックはまとめきれなかった部分もあり、自分としては納得
していませんが、決勝は優勝を目指して頑張ります」と語る。予選 2
番手となった #7 卜部は、「ポールポジションを狙える自信があったの
で、この結果は悔しいですね。決勝はスタート勝負だと思っています」
と、決勝でのリベンジを誓う。予選 3 番手は 2 分 01 秒 819 の
#78 木村、4 番手は 2 分 01 秒 979 の #99 渡会となったが、上位
4 台のタイム差は約 0.3 秒となっているため、決勝では接戦が展開さ
れるだろう。また、今年のポルシェジャパンジュニアドライバーの
#91 佐藤樹は他車との接触もあり予選 10 番手に終わる。初めての
PCCJ 予選後に、佐藤は「経験値の少なさを痛感しました。今日の
経験を今後に生かし、決勝ではまず完走を目指します」と語った。

プロアマクラスは、23 号車のリザーブドライバーとして参戦の #23 
HIROBON が 2 分 03 秒 029 のクラスレコードでポールポジションを

獲得。「まだクルマになれていない点もあるので、もっとタイムを伸
ばせたと思っています。決勝ではスタートでミスをしないように挑み
ます」と言う。クラス 2 番手は今シーズンからプロアマクラスに参戦
する #66 BANKCY、3 番手は昨年のクラス王者である #9 武井真司
という結果になり、こちらもタイム差は僅差となっているだけに決勝
でのバトルから目が離せない。

アマクラスのポールポジションは、プロアマクラスの間に割って入る
総合 6 番手タイムの 2 分 03 秒 242（クラスレコード）をマークした
#16 Hiro が獲得。「ポールポジションから優勝目指して、決勝でも頑
張ります」と予選を振り返る。

なお、第 2 戦のグリッドは予選のセカンドベストタイムで決定し、総
合ポールポジションは #7 卜部、プロアマクラスは #23 HIROBON、
アマクラスは #16 Hiro という結果であった。

今シーズンの開幕レースとなる第 1 戦の決勝は 5日（土）17 時にス
タート（10 周もしくは 30 分間）を予定する。果たして、開幕戦を制
するドライバーは誰なのか注目される。そして、第 2 戦の決勝は 6日

（日）11 時スタート（10 周もしくは 30 分間）を予定している。

Overall P.P. - Pro Class #60 R.ITOU
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ン最初となった 4 日（金）の公式練習は 45 分間行われ、昨シーズ
ンの PCCJ チャンピオンである #60 伊東黎明が 2 分 01 秒 793 のトッ
プタイムをマーク。このタイムは非公式ながら、従来のコースレコー
ドを上回っていたため、予選ではさらなるタイムアップが期待された。

5 日（土）は、朝から春の青空が広がり 10 時 20 分に PCCJ の公
式予選がスタート。各車とも 4 周目から本格的なタイムアタックに入
り、PCCJ 初参戦ながらスーパーフォーミュラなどの実績がある #78 
木村偉織が 2 分 02 秒 997 を記録してトップに立つ。同周には
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02 秒 158 と、続々とタイムを更新していく。そして、FIA-F4 で優
勝経験があり今年 PCCJ 初参戦の #7 卜部和久が、2 分 01 秒 767
のコースレコードをマークしてトップに立つ。この後、各車は 2 回目
のタイムアタックに向けてピットインし、タイヤ交換やマシンを調整。

そして残り 5 分を切り、プロクラスの上位 4 人は最後のタイムアタッ
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分 01 秒台のタイムをマークするが、#60 伊東のタイムには及ばず。
結果、ポールポジションを獲得した #60 伊東は、「昨年のチャンピオ
ンとして開幕戦のポールポジションを獲れたのは良かったです。でも、
今日のアタックはまとめきれなかった部分もあり、自分としては納得
していませんが、決勝は優勝を目指して頑張ります」と語る。予選 2
番手となった #7 卜部は、「ポールポジションを狙える自信があったの
で、この結果は悔しいですね。決勝はスタート勝負だと思っています」
と、決勝でのリベンジを誓う。予選 3 番手は 2 分 01 秒 819 の
#78 木村、4 番手は 2 分 01 秒 979 の #99 渡会となったが、上位
4 台のタイム差は約 0.3 秒となっているため、決勝では接戦が展開さ
れるだろう。また、今年のポルシェジャパンジュニアドライバーの
#91 佐藤樹は他車との接触もあり予選 10 番手に終わる。初めての
PCCJ 予選後に、佐藤は「経験値の少なさを痛感しました。今日の
経験を今後に生かし、決勝ではまず完走を目指します」と語った。

プロアマクラスは、23 号車のリザーブドライバーとして参戦の #23 
HIROBON が 2 分 03 秒 029 のクラスレコードでポールポジションを

獲得。「まだクルマになれていない点もあるので、もっとタイムを伸
ばせたと思っています。決勝ではスタートでミスをしないように挑み
ます」と言う。クラス 2 番手は今シーズンからプロアマクラスに参戦
する #66 BANKCY、3 番手は昨年のクラス王者である #9 武井真司
という結果になり、こちらもタイム差は僅差となっているだけに決勝
でのバトルから目が離せない。

アマクラスのポールポジションは、プロアマクラスの間に割って入る
総合 6 番手タイムの 2 分 03 秒 242（クラスレコード）をマークした
#16 Hiro が獲得。「ポールポジションから優勝目指して、決勝でも頑
張ります」と予選を振り返る。

なお、第 2 戦のグリッドは予選のセカンドベストタイムで決定し、総
合ポールポジションは #7 卜部、プロアマクラスは #23 HIROBON、
アマクラスは #16 Hiro という結果であった。

今シーズンの開幕レースとなる第 1 戦の決勝は 5日（土）17 時にス
タート（10 周もしくは 30 分間）を予定する。果たして、開幕戦を制
するドライバーは誰なのか注目される。そして、第 2 戦の決勝は 6日

（日）11 時スタート（10 周もしくは 30 分間）を予定している。

ProAm Class P.P. - #610 MOTOKI

ProAm P.P. - #23 HIROBON

ProAm Class #25 K.UCHIYAMA

ProAm  P.P. - #16 Hiro
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 1 Qualify Result

1 60 Pro 1 R2'01.634
2 7 Pro 2 R2'01.767 0.133 0.133
3 78 Pro 3 R2'01.819 0.185 0.052
4 99 Pro 4 R2'01.979 0.345 0.160
5 23 ProAm 1 HIROBON R2'03.029 1.395 1.050
6 16 Am 1 Hiro NGR R2'03.242 1.608 0.213
7 66 ProAm 2 BANKCY R2'03.312 1.678 0.070
8 9 ProAm 3 R2'03.328 1.694 0.016
9 10 ProAm 4 MOTOKI R2'03.471 1.837 0.143
10 91 Pro 5 2'04.082 2.448 0.611

*1 11 98 ProAm 5 IKARI 2'04.441 2.807 0.359
12 88 ProAm 6 2'04.979 3.345 0.538
13 77 ProAm 7 2'05.367 3.733 0.388
14 17 Am 2 IKEDA 2'06.127 4.493 0.760
15 36 Am 3 2'07.233 5.599 1.106

Pro 2'02.317
ProAm 2'04.158
Am 2'05.095

*1

GapPos No Class C.P. Driver
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 1 Starting Grid

60
伊東 黎明
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seven×
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3 16
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佐藤 樹
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浜崎 大

2'05.367

12

17
IKEDA

2'06.127

13
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14

98
IKARI

2'04.441

15
8
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Porsche Carrera Cup Japan 2025- Round 1 Race

天候：曇り　路面：ドライ　気温：15 度　路面：21 度
　　　　　　　　　　　　
PCCJ 開催 25 年目となる今シーズンの開幕戦が、鈴鹿サーキットで開
催中の F1 日本 GP のサポートレースとして開催された。4 月 5 日（土）
午前中に行われた公式予選で決勝グリッドは決定し、注目の総合（オー
バーオール）ポールポジションは昨年の PCCJ チャンピオンであるプロ
クラスの #60 伊東黎明が獲得し、2 番手に #7 卜部和久、3 番手に
#78 木村偉織が着ける。プロアマクラスのポールポジションは #23 
HIROBON、アマクラスのポールポジションは #16 Hiro が獲得した。

陽が落ち始め出した 17 時に、2025 年シーズン開幕戦の決勝フォー
メーションラップが開始される。各マシンはタイヤに熱を入れながら
コースを 1 周し、再び全車がグリッドに整列するとシグナルはオール
レッドからブラックアウトとなり、レースはスタート。ポールポジション
の #60 伊東は好スタートを決めてトップで 1 コーナーに飛び込み、
2 番手の #7 卜部和久が続く。しかし、その後方でプロアマクラスの

2 台が接触するアクシデントが発生し、セーフティーカーが導入され、
13 台のマシンは隊列を組んで周回を重ねていく。4 周目にセーフ
ティーカーのランプが消え、レースは 5 周目から再スタート。トップ
の #60 伊東は冷静にリスタートを決めるが、その背後に 2 番手の
#7 卜部和がピタリと着けてチャンスを伺う。そして #7 卜部は、シケ
インで #60 伊東に勝負を仕掛け最終コーナーで見事にトップに立り、
3 番手の #78 木村偉織も #60 伊東をパスして 2 番手へ浮上する。
トップに立った #7 卜部は、ペースを上げて 2 番手以下との差を徐々
に広げていき、PCCJ 初レースで初優勝を成し遂げた。#7 卜部は、「ス
タートで抜くことはできませんでしたが、背後から伊東選手の動きを
見て仕掛けるポイントを決め、そこを狙って行きトップに立つことがで
きました。幸先良いシーズンのスタートを切れたので、明日も連勝で
きるように頑張ります」と、喜びを語る。一方、2 番手を走行してい
た #78 木村は 9 周目のデグナーでミスを犯し、#60 伊東と #99 渡
会太一が先行する。この 2 番手争いは #60 伊東が逃げ切り、「今日
はペースが上がらず苦戦したので、明日はセッティングを見返してリ

ベンジします」と意気込む。初 PCCJ で 3 位表彰台を獲得した #99 
渡会は「今日はスタートの失敗がすべてでした。明日はスタートを決
めてトップ争いを展開したいです」と意気込む。また、ポルシェジャ
パンジュニアドライバーの #91 佐藤樹は総合 8 位に終わり、「まだま
だクルマを自分のものにできていないので、少しでも経験を積んで勝
負ができるように頑張ります」と、悔しさを滲ませていた。

プロアマクラスは #23 HIROBON が、リスタートもうまく決めリザー
ブドライバーとして初参戦した PCCJ でクラス初優勝を飾った。「スター
トを失敗することなく、優勝を飾れて本当に嬉しいです。この調子で、
明日も逃げ切りたいと思います」と、#23 HIROBON は喜びを語る。
2 位は #66 BANKCY、3 位は #77 浜崎大という結果であった。

アマクラスは総合 6 番手からスタートした #16 Hiro が、リスタート
後もプロアマクラスのドライバーを抑える快走を見せて総合 5 位で、
クラス優勝を飾る。「スタートをうまく決めることができ、その後も自
分のペースで最後まで走りきることができ、優勝できて嬉しいです」
と語る。2 位は #17 IKEDA、3 位は #36 Sky Chen であった。

PCCJ 第 2 戦の決勝レース（10 周もしくは 30 分間）は、4 月 6 日（日）
11 時のスタートを予定している。各クラスのポールポジションは、オー
バーオール（総合）が #7 卜部、プロアマクラスが #23 HIROBON、
アマクラスが #16 Hiro となっている。明日の第 2 戦は開幕戦以上の
激しいバトルが期待される。Overall Podium
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Porsche Carrera Cup Japan 2025- Round 1 Race

天候：曇り　路面：ドライ　気温：15 度　路面：21 度
　　　　　　　　　　　　
PCCJ 開催 25 年目となる今シーズンの開幕戦が、鈴鹿サーキットで開
催中の F1 日本 GP のサポートレースとして開催された。4 月 5 日（土）
午前中に行われた公式予選で決勝グリッドは決定し、注目の総合（オー
バーオール）ポールポジションは昨年の PCCJ チャンピオンであるプロ
クラスの #60 伊東黎明が獲得し、2 番手に #7 卜部和久、3 番手に
#78 木村偉織が着ける。プロアマクラスのポールポジションは #23 
HIROBON、アマクラスのポールポジションは #16 Hiro が獲得した。

陽が落ち始め出した 17 時に、2025 年シーズン開幕戦の決勝フォー
メーションラップが開始される。各マシンはタイヤに熱を入れながら
コースを 1 周し、再び全車がグリッドに整列するとシグナルはオール
レッドからブラックアウトとなり、レースはスタート。ポールポジション
の #60 伊東は好スタートを決めてトップで 1 コーナーに飛び込み、
2 番手の #7 卜部和久が続く。しかし、その後方でプロアマクラスの

2 台が接触するアクシデントが発生し、セーフティーカーが導入され、
13 台のマシンは隊列を組んで周回を重ねていく。4 周目にセーフ
ティーカーのランプが消え、レースは 5 周目から再スタート。トップ
の #60 伊東は冷静にリスタートを決めるが、その背後に 2 番手の
#7 卜部和がピタリと着けてチャンスを伺う。そして #7 卜部は、シケ
インで #60 伊東に勝負を仕掛け最終コーナーで見事にトップに立り、
3 番手の #78 木村偉織も #60 伊東をパスして 2 番手へ浮上する。
トップに立った #7 卜部は、ペースを上げて 2 番手以下との差を徐々
に広げていき、PCCJ 初レースで初優勝を成し遂げた。#7 卜部は、「ス
タートで抜くことはできませんでしたが、背後から伊東選手の動きを
見て仕掛けるポイントを決め、そこを狙って行きトップに立つことがで
きました。幸先良いシーズンのスタートを切れたので、明日も連勝で
きるように頑張ります」と、喜びを語る。一方、2 番手を走行してい
た #78 木村は 9 周目のデグナーでミスを犯し、#60 伊東と #99 渡
会太一が先行する。この 2 番手争いは #60 伊東が逃げ切り、「今日
はペースが上がらず苦戦したので、明日はセッティングを見返してリ

ベンジします」と意気込む。初 PCCJ で 3 位表彰台を獲得した #99 
渡会は「今日はスタートの失敗がすべてでした。明日はスタートを決
めてトップ争いを展開したいです」と意気込む。また、ポルシェジャ
パンジュニアドライバーの #91 佐藤樹は総合 8 位に終わり、「まだま
だクルマを自分のものにできていないので、少しでも経験を積んで勝
負ができるように頑張ります」と、悔しさを滲ませていた。

プロアマクラスは #23 HIROBON が、リスタートもうまく決めリザー
ブドライバーとして初参戦した PCCJ でクラス初優勝を飾った。「スター
トを失敗することなく、優勝を飾れて本当に嬉しいです。この調子で、
明日も逃げ切りたいと思います」と、#23 HIROBON は喜びを語る。
2 位は #66 BANKCY、3 位は #77 浜崎大という結果であった。

アマクラスは総合 6 番手からスタートした #16 Hiro が、リスタート
後もプロアマクラスのドライバーを抑える快走を見せて総合 5 位で、
クラス優勝を飾る。「スタートをうまく決めることができ、その後も自
分のペースで最後まで走りきることができ、優勝できて嬉しいです」
と語る。2 位は #17 IKEDA、3 位は #36 Sky Chen であった。

PCCJ 第 2 戦の決勝レース（10 周もしくは 30 分間）は、4 月 6 日（日）
11 時のスタートを予定している。各クラスのポールポジションは、オー
バーオール（総合）が #7 卜部、プロアマクラスが #23 HIROBON、
アマクラスが #16 Hiro となっている。明日の第 2 戦は開幕戦以上の
激しいバトルが期待される。

Overall  2nd #60 R.ITOU,  3rd #99 T.WATARAI

ProAm Class Winner  #23 HIROBON,  2nd BANKCY

Am Class Winner #16 Hiro

Overall Winner #7 K.URABE Am Class 2nd #17 IKEDA
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 1 Race Result

1 7 Pro 1 10 26'56.784 2'02.907
2 60 Pro 2 10 27'01.790 5.006 5.006 2'03.704
3 99 Pro 3 10 27'02.369 5.585 0.579 2'03.499
4 78 Pro 4 10 27'02.893 6.109 0.524 2'03.479
5 16 Am 1 Hiro NGR 10 27'10.990 14.206 8.097 2'05.053
6 23 ProAm 1 HIROBON 10 27'11.409 14.625 0.419 2'05.041
7 66 ProAm 2 BANKCY 10 27'12.644 15.860 1.235 2'04.828
8 91 Pro 5 10 27'12.870 16.086 0.226 2'04.190
9 77 ProAm 3 10 27'21.610 24.826 8.740 2'06.114
10 88 ProAm 4 10 27'23.423 26.639 1.813 2'05.799
11 98 ProAm 5 IKARI 10 27'24.697 27.913 1.274 2'05.886
12 17 Am 2 IKEDA 10 27'42.575 45.791 17.878 2'08.042
13 36 Am 3 10 27'51.002 54.218 8.427 2'08.929

9 ProAm 0
10 ProAm MOTOKI 0

Pro 7
ProAm 66
Am 16

SC

Pos No Class C.P. Driver Lap Gap
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 2 Qualify Result

Weather :Fine
Track :Dry

Team/Car

1 7 Pro 1 卜部 和久 HYPER WATER RACING R2'01.903  10
2 99 Pro 2 渡会 太一 seven seven Racing R2'02.021 0.118 0.118  12
3 60 Pro 3 伊東 黎明 SHOWA AUTO with BINGO RACING R2'02.158 0.255 0.137  11
4 78 Pro 4 木村 偉織 SKY GROUP 40 2'02.588 0.685 0.430  10
5 23 ProAm 1 HIROBON HIGHLIT with Rn-sports R2'03.373 1.470 0.785  11
6 10 ProAm 2 MOTOKI HIGHLIT with Rn-sports R2'03.550 1.647 0.177  12
7 66 ProAm 3 BANKCY seven seven Racing R2'03.705 1.802 0.155  11
8 91 Pro 5 佐藤 樹 Porsche Japan Junior Programme 2'04.102 2.199 0.397  11
9 9 ProAm 4 武井 真司 BINGO RACING R2'04.121 2.218 0.019  12

10 16 Am 1 Hiro NGR R2'04.300 2.397 0.179  12
11 88 ProAm 5 Tiger Wu BINGO RACING 2'05.146 3.243 0.846  12
12 77 ProAm 6 浜崎 大 VOING with VENTILER 2'05.504 3.601 0.358  13
13 17 Am 2 IKEDA HYPER WATER RACING 2'06.258 4.355 0.754  12
14 98 ProAm 7 IKARI BJRacing PORSCHE 2'06.646 4.743 0.388  6
15 36 Am 3 Sky CHEN SKY MOTORSPORTS 2'07.443 5.540 0.797  12

Start Time :10:20'00    Finish Time :10:50'00 Entry :15    Start :15

R :Course Record

Pro 2022/ 5/28 2'02.317 170.910 km/h 近藤 翼 / NIHON KIZAI PORSCHE
ProAm 2024/ 4/ 6 2'04.158 168.376 km/h MOTOKI / 47TRADING with Rn-sports
Am 2022/10/ 8 2'05.095 167.115 km/h MOTOKI TAKAMI / 47TRADING with Rn-sports

2nd Time Gap Laps

***** 以上予選通過 ( 2'26.283 - 120% ) *****

Pos No Class C.P. Driver
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round2 Starting Grid
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卜部 和久
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渡会 太一
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3
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5
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6
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7
4 91

佐藤 樹

2'04.102

8
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Hiro
NGR

2'04.300

9
5 88

2'05.146
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77
浜崎 大

2'05.504

11
6 17

IKEDA

2'06.258

12

98
IKARI

2'06.646

13
7 36

2'07.443

14
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 2 Race

天候：曇り　路面：ウエット　気温：16 度　路面：18 度
　　　　　　　　　　　　
今シーズンの PCCJ 開幕戦は、前日の 4 月 5 日（土）に F1 日本
GP・鈴鹿のサポートレースとして、午前中に公式予選、午後に第 1
戦決勝レースが開催された。その公式予選のセカンドベストタイムで、
6 日（日）に行われる第 2 戦の決勝グリッドは決定し、総合（オーバー
オール）ポールポジションは開幕戦を制した #7 卜部和久が獲得。2
番手は #99 渡会太一、3 番手は昨年の PCCJ チャンピオンである
#60 伊東黎明が着ける。プロアマクラスのポールポジションは #23 
HIROBON、アマクラスのポールポジションは #16 Hiro となっている。

夜中から降り始めた雨は明け方に小雨となり、PCCJ 第 2 戦決勝前
には完全に止んで、空も少し明るくなってくる。だが、路面は濡れて
いてレースに向けてタイヤ選択が難しい状況で、グリッドに並ぶ各マ
シン がレインタイヤ を 選 択 する な か、プ ロア マ クラス の #23 
HIROBON はスリックタイヤを選択して勝負に出る。そして 11 時に、
フォーメーションラップが開始されて再び全マシンがグリッドに整列し
レースはスタート。ポールポジションの #7 卜部がトップで 1 コーナー

を駆け抜け、2 番手は #60 伊東、3 番手は #99 渡会が続く。2 周
目に #60 伊東がスプーンで飛び出し、2 番手に #99 渡会、3 番手
に #78 木村偉織が浮上する。#99 渡会は #7 卜部の背後から積極
的に攻めるが、5 周目の S 字で飛び出してしまい、その背後からチャ
ンスを伺っていた #78 木村が一挙にトップを奪う。ここからは、経
験値で他のドライバーを上回る #78 木村がペースを上げ、最終的に
2 位との差を 5 秒 962 まで広げてトップでチェッカーをくぐり抜ける。
#78 木村は PCCJ 初優勝を飾るとともに、2019 年以来の PCCJ 参
戦となった SKY RACING に久しぶりの優勝をもたらした。#78 木村
は、「昨日のレースを反省し、今日はチャンスをうまくものにして優勝
することができました。ここからチーム一丸となって、連勝を目指し
ていくので応援よろしくお願いします」と喜ぶ。2 位に終わった #7 卜
部は、「終盤、木村選手を追いかけたのですが、逆に引き離されてし
まいました」と残念がる。3 位の #60 伊東は、「2 戦連続で優勝を
逃したので、次の岡山で必ずリベンジを果たします」と、力強く語っ
てくれた。また、攻めの走りを見せた #99 渡会は、タイヤトラブル
で終盤にピットインするもスリックタイヤに交換してコースへ復帰し、
最下位でレースを終えている。

Rd.2 Start

プロアマクラスは、スリックで勝負に出た #23 HIROBON がスタート
で順位を落とし、#10 MOTOKI も出遅れて #66 BANKCY がクラス
トップとなる。#66 BANKCY は確実な走りでゴールを目指し、今年
プロアマクラスにステップアップして初のクラス優勝を飾った。「優勝
できて嬉しいですが、最後の方はタイヤがかなり厳しい状況でした。
この 調 子 で 次 の 岡 山 大 会 も 頑 張りた いと思 い ます」と、#66 
BANKCY は 喜 び を 語 る。2 位 は #10 MOTOKI、3 位 は #23 
HIROBON という結果であった。

アマクラスは #16 Hiro が、今日のレースでも安定した速さを見せて
総合 5 位でクラス優勝を飾る。「マシンのバランスが良く、路面状況
が変化していくなかでも安定して走ることができました。この調子で
連勝を狙っていきます」と語る。2 位は #36 Sky Chen、3 位は
#17 IKEDA であった。

PCCJ 第 3-5 戦は、5 月 24 日（土）、25 日（日）に岡山国際サーキット（岡
山県）で開催を予定する。これは PCCJ 初の 1 大会 3レース開催となり、
24 日に予選と第 3 戦決勝、25 日に第 4 戦と第 5 戦の決勝を開催。
なお各レースのグリッドは、第 3 戦は予選ベストタイム、第 4 戦は予選
セカンドベストタイム、第 5 戦は第 3 戦決勝の正式総合結果で決定する。
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round  2 Race

天候：曇り　路面：ウエット　気温：16 度　路面：18 度
　　　　　　　　　　　　
今シーズンの PCCJ 開幕戦は、前日の 4 月 5 日（土）に F1 日本
GP・鈴鹿のサポートレースとして、午前中に公式予選、午後に第 1
戦決勝レースが開催された。その公式予選のセカンドベストタイムで、
6 日（日）に行われる第 2 戦の決勝グリッドは決定し、総合（オーバー
オール）ポールポジションは開幕戦を制した #7 卜部和久が獲得。2
番手は #99 渡会太一、3 番手は昨年の PCCJ チャンピオンである
#60 伊東黎明が着ける。プロアマクラスのポールポジションは #23 
HIROBON、アマクラスのポールポジションは #16 Hiro となっている。

夜中から降り始めた雨は明け方に小雨となり、PCCJ 第 2 戦決勝前
には完全に止んで、空も少し明るくなってくる。だが、路面は濡れて
いてレースに向けてタイヤ選択が難しい状況で、グリッドに並ぶ各マ
シン がレインタイヤ を 選 択 する な か、プ ロア マ クラス の #23 
HIROBON はスリックタイヤを選択して勝負に出る。そして 11 時に、
フォーメーションラップが開始されて再び全マシンがグリッドに整列し
レースはスタート。ポールポジションの #7 卜部がトップで 1 コーナー

を駆け抜け、2 番手は #60 伊東、3 番手は #99 渡会が続く。2 周
目に #60 伊東がスプーンで飛び出し、2 番手に #99 渡会、3 番手
に #78 木村偉織が浮上する。#99 渡会は #7 卜部の背後から積極
的に攻めるが、5 周目の S 字で飛び出してしまい、その背後からチャ
ンスを伺っていた #78 木村が一挙にトップを奪う。ここからは、経
験値で他のドライバーを上回る #78 木村がペースを上げ、最終的に
2 位との差を 5 秒 962 まで広げてトップでチェッカーをくぐり抜ける。
#78 木村は PCCJ 初優勝を飾るとともに、2019 年以来の PCCJ 参
戦となった SKY RACING に久しぶりの優勝をもたらした。#78 木村
は、「昨日のレースを反省し、今日はチャンスをうまくものにして優勝
することができました。ここからチーム一丸となって、連勝を目指し
ていくので応援よろしくお願いします」と喜ぶ。2 位に終わった #7 卜
部は、「終盤、木村選手を追いかけたのですが、逆に引き離されてし
まいました」と残念がる。3 位の #60 伊東は、「2 戦連続で優勝を
逃したので、次の岡山で必ずリベンジを果たします」と、力強く語っ
てくれた。また、攻めの走りを見せた #99 渡会は、タイヤトラブル
で終盤にピットインするもスリックタイヤに交換してコースへ復帰し、
最下位でレースを終えている。

Overall Winner - #78 I.KIMURA, 2nd #7 K.URABE

Overall Podium Celemony

Overall 3rd #60 R.ITOU

ProAm Class Winner #66 BANKCY,  Am Class Winner #16 Hiro

ProAm Class 2nd #10 MOTOKI

Am Class 2nd #36 Sky CHEN,  3rd #17 IKEDA

プロアマクラスは、スリックで勝負に出た #23 HIROBON がスタート
で順位を落とし、#10 MOTOKI も出遅れて #66 BANKCY がクラス
トップとなる。#66 BANKCY は確実な走りでゴールを目指し、今年
プロアマクラスにステップアップして初のクラス優勝を飾った。「優勝
できて嬉しいですが、最後の方はタイヤがかなり厳しい状況でした。
この 調 子 で 次 の 岡 山 大 会 も 頑 張りた いと思 い ます」と、#66 
BANKCY は 喜 び を 語 る。2 位 は #10 MOTOKI、3 位 は #23 
HIROBON という結果であった。

アマクラスは #16 Hiro が、今日のレースでも安定した速さを見せて
総合 5 位でクラス優勝を飾る。「マシンのバランスが良く、路面状況
が変化していくなかでも安定して走ることができました。この調子で
連勝を狙っていきます」と語る。2 位は #36 Sky Chen、3 位は
#17 IKEDA であった。

PCCJ 第 3-5 戦は、5 月 24 日（土）、25 日（日）に岡山国際サーキット（岡
山県）で開催を予定する。これは PCCJ 初の 1 大会 3レース開催となり、
24 日に予選と第 3 戦決勝、25 日に第 4 戦と第 5 戦の決勝を開催。
なお各レースのグリッドは、第 3 戦は予選ベストタイム、第 4 戦は予選
セカンドベストタイム、第 5 戦は第 3 戦決勝の正式総合結果で決定する。
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 2 Race Result

ProAm Class Podium Celemony Am Class Celemony

1 78 Pro 1 10 22'11.098 2'11.767
2 7 Pro 2 10 22'17.060 5.962 5.962 2'13.104
3 60 Pro 3 10 22'24.787 13.689 7.727 2'13.803
4 66 ProAm 1 BANKCY 10 22'28.636 17.538 3.849 2'13.914
5 16 Am 1 Hiro NGR 10 22'28.951 17.853 0.315 2'13.831
6 91 Pro 4 10 22'38.636 27.538 9.685 2'14.508
7 10 ProAm 2 MOTOKI 10 22'44.245 33.147 5.609 2'14.247
8 23 ProAm 3 HIROBON 10 22'51.803 40.705 7.558 2'09.981
9 77 ProAm 4 10 22'58.178 47.080 6.375 2'15.333
10 88 ProAm 5 10 23'03.745 52.647 5.567 2'15.478
11 36 Am 2 10 23'14.853 1'03.755 11.108 2'16.950
12 98 ProAm 6 IKARI 10 23'19.850 1'08.752 4.997 2'17.084
13 17 Am 3 IKEDA 10 23'19.953 1'08.855 0.103 2'16.793
14 99 Pro 5 9 22'34.951 1Lap 1Lap 2'12.530

Pro 7
Pro 78
ProAm 23
Am 16

GapPos No Class C.P. Driver Team/Car Lap
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Point Ranking (after Round 2)

Rd.1

4月5日
Rd.2

4月6日
Rd.3

5月24日
Rd.4

5月25日
Rd.5

5月25日
Rd.6

7月19日
Rd.7

7月20日
Rd.8

8月9日
Rd.9

8月10日
Rd.10

9月26日
Rd.11

9月27日

1 7 卜部　和久 Pro 45 25 20
2 78 木村　偉織 Pro 39 14 25
3 60 伊東　黎明 Pro 37 20 17
4 16 Hiro Am 24 12 12
5 66 BANKCY ProAm 23 9 14
6 99 渡会　太一 Pto 19 17 2
7 23 HIROBON ProAm 18 10 8
8 91 佐藤　樹 Pro 18 8 10
9 77 浜崎　大 ProAm 14 7 7

10 88 Tiger Wu ProAm 12 6 6
11 10 MOTOKI ProAm 9 DNF 9
12 98 IKARI ProAm 9 5 4
13 36 Sky Chen Am 8 3 5
14 17 IKEDA Am 7 4 3
15 9 武井　真司 ProAm 0 DNF --

Rd.1

4月5日
Rd.2

4月6日
Rd.3

5月24日
Rd.4

5月25日
Rd.5

5月25日
Rd.6

7月19日
Rd.7

7月20日
Rd.8

8月9日
Rd.9

8月10日
Rd.10

9月26日
Rd.11

9月27日

1 66 BANKCY 45 20 25
2 23 HIROBON 42 25 17
3 77 浜崎　大 31 17 14
4 88 Tiger Wu 26 14 12
5 98 IKARI 22 12 10
6 10 MOTOKI 20 DNF 20
7 9 武井　真司 0 DNF --

Rd.1

4月5日
Rd.2

4月6日
Rd.3

5月24日
Rd.4

5月25日
Rd.5

5月25日
Rd.6

7月19日
Rd.7

7月20日
Rd.8

8月9日
Rd.9

8月10日
Rd.10

9月26日
Rd.11

9月27日

1 16 Hiro 50 25 25
2 17 IKEDA 37 20 17
3 36 Sky Chen 37 17 20

Rd.1

4月5日
Rd.2

4月6日
Rd.3

5月24日
Rd.4

5月25日
Rd.5

5月25日
Rd.6

7月19日
Rd.7

7月20日
Rd.8

8月9日
Rd.9

8月10日
Rd.10

9月26日
Rd.11

9月27日

1 HYPER WATER RACING 52 29 23
2 BINGO RACING 49 26 23
3 sevenxseven Racing 42 26 16
4 Rn-sports 27 10 17

SUGO

富士 SUGO 富士

鈴鹿 岡山

Overall Ranking

ProAm Class Ranking

Am Class Ranking

富士 SUGO 富士

順位 Car No. 累計ポイント

富士 SUGO 富士

クラス

ドライバー名

チーム名

順位 Car No.

順位 Car No. ドライバー名

累計ポイント

累計ポイント

累計ポイント

富士

Team Ranking

順位

富士

鈴鹿 岡山

ドライバー名

鈴鹿 岡山

鈴鹿 岡山
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 1-2 Gallery
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 1-2 Gallery
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 1-2 Teams

Class Pro Class
Driver Kazuhisa URABE
Entrant Name HYPER WATER RACING

7

Class ProAm Class
Driver Shinji TAKEI
Entrant Name BINGO RACING

9

Class ProAm Class
Driver MOTOKI
Entrant Name Rn-sports

10

Class Am Class
Driver Hiro
Entrant Name NGR

16

Class Am Class
Driver IKEDA
Entrant Name HYPER WATER RACING

17

Class ProAm Class
Driver HIROBON
Entrant Name Rn-sports

23

Class Am Class
Driver Sky Chen
Entrant Name SKY MOTORSPORTS

36

Class Pro Class
Driver Reimei ITOU
Entrant Name BINGO RACING

60
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Porsche Carrera Cup Japan 2025 - Round 1-2 Teams

Class ProAm Class
Driver BANKCY
Entrant Name seven×seven Racing

66

Class ProAm Class
Driver Masaru HAMASAKI
Entrant Name Masaru HAMASAKI

77

Class Pro Class
Driver Iori KIMURA
Entrant Name SKY RACING

78

Class ProAm Class
Driver Tiger Wu
Entrant Name BINGO RACING

88

Class Pro Class
Driver Itsuki SATO
Entrant Name PORSCHE JAPAN

91

Class ProAm Class
Driver IKARI
Entrant Name Bionic Jack Racing

98

Class Pro Class
Driver Taichi WATARAI
Entrant Name seven×seven Racing

99
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